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１．年頭の挨拶
新年明けましておめでとうございます。

皆様方には輝かしい新春をお迎えのことと心より

お慶び申し上げますとともに、日頃から農業委員会

活動にご理解・ご協力を賜り厚くお礼申し上げま

す。

農業委員会は、これまで農地法をはじめ、農地制

度の適正な執行にあたるとともに、農業・農業者の

公的利益を代表する組織として、優良農地の確保と

有効利用の促進に取り組んで参りましたが、昨年４

月１日に｢農業委員会等に関する法律｣が大きく改正

され、農業委員の選任方法の見直しとともに、その主たる使命である農地利用の

最適化を果たしていくため、「農地利用最適化推進委員」が新設され“農地等の

利用の最適化の推進”が農業委員会の業務として明確に位置づけられました。

本県においては、既に神埼市、吉野ヶ里町、鹿島市が新たな体制に移行してお

り、本年は１３市町、来年は４市町と順次移行する予定となっており、全市町が

新体制に移行するまで、当面の間、新旧の体制が混在することになります。

ご承知のように、現在の日本の農業を取り巻く情勢は決して安泰ではなく、予

断を許されないものがありますが、農業は、単なる経済活動にとどまらず、環境

保全等の多面的機能により市民生活を支え、日本の伝統や文化を将来に引き継い

でいく場でもあります。そのためにも、「農業委員・農地利用最適化推進委員」

と「事務局職員」が車の両輪となり、これまで培ってきた農地の有効利用と担い

手の育成を強化し、地に足の着いた改革を進め、農業者の自主性や努力をサポ－

トし、農業者が将来に希望を持って、安心して取り組める農業や次世代につなぐ

農業を実現できるものと確信しております。

今後とも、農業委員をはじめ関係者の皆様方の益々のご協力をお願い申し上げ

ます。

結びに、さまざまな恵みを与えてくれる、豊かな大地への畏敬と感謝を忘れる

ことなく、本年も豊穣の年を迎えられますよう、皆様方の益々のご健勝を祈念申

し上げまして、年頭のご挨拶といたします。



２．全国農業委員会会長代表者集会及び
農業者年金加入推進セミナ－

(1)農業委員会会長代表者集会・要請活動
改正農業委員会法施行後初の

全国農業委員会会長代表者集会

が１２月１日に東京都「メルパ

ルクホール」で開かれ、全国か

ら１，５００人が参加。本県か

らは坂井会長はじめ、１８市町

から２４人が参加されました。

大会は、パネルディスカッシ

ョンと申し合わせ決議の２部構

成。４人のパネリストと２人の

助言者が登壇したディスカッシ

ョンは、パネリストから新体制への移行の経過や新たに設置された農地利用最

適化推進委員との連携体制、担い手への農地利用集積などが報告されました。

①岩手県北上市は、農業委員１９人推進委員３０人で、全体会議、農業委員

の役員と推進委員代表が協議する代表者会議、市内を６地区に分けた地区会議

の構成で連携。②栃木県栃木市農業委員会は、農業委員定数２５人に対し、推

薦２６人応募１０人計３６名が農業委員に手を上げ、うち認定農業者が２０名。

定数２５名農業委員のうち１７名が認定農業者である。③福岡県糸島市農業委

員会は、農業委員１９人と推進委員３４人による農地利用最適推進会議を設置。

農業委員会のあっせんによる審議には、地域の実情に詳しい推進委員が出席し

て譲受候補者の選定を行っていること、④にいがた女性農委の会代表は、改正

法の施行を見据え、女性推進委員が会員となれるように昨年度規約を改正し、

５人の女性推進委員が会員となったこと等、女性農委の会の役割を報告。

パネルディスカッションを踏まえ要請決議では、地域内での合意形成に努め、

遊休農地の発生防止･解消、優良農地の確保と集積･集約化などを内容とした｢農

地利用の最適化の推進に関する決議」と｢情報提供｣活動の一層の強化を決議。

本県は、この決議事項を事前に入手し、２４人の参加者を２班に分け、同日

午前中に県選出国会議員７名に対し要請活動を行いました。中山間地を抱える

参加者は、有害鳥獣により営農意欲が減退しており、このままでは農業をやる

人がいない、農業･集落は崩壊すると現場写真を見せながら実情を訴え、早急

な対策を要請しました。復興大臣の今村国会議員に対しては、大臣就任のお祝

いと要請決議に加え、農業･農村の実情や農業委員会の体制整備について要請

しました。

(2)農業者年金加入推進セミナ－
農業委員会会長代表者集会前日に開催された「農業者年金加入推進セミナー」

では、福岡市の「ふるさと料理人」藤清光さんが講演され、「失われゆく田舎

料理の伝承と食の大切さ」を訴えました。



加入推進の事例報告では、北海道本別町農業委員会から、加入推進名簿に沿

った戸別訪問活動の実践と戸別訪問時の推進要領について報告。平成２７年度

新規加入者目標達成度合い｢全国１位（９人→３８人）｣の群馬県嬬恋村農業委

員会からは、３年連続キャベツが好成績。「農業者年金は全額社会保険料控除

ができ節税につながる」ことを強調し、ターゲットを絞った戸別訪問が好成績

につながった。「保険料は経営の状況に合わせて変更できる」との説明により、

３８人全てが政策支援を受けておらず、３２人は満額納付と報告した。毎年加

入推進優良事例で登場する長崎県南島原市農業委員会は、加入推進５つのポイ

ントとして、目標の共有化、対象者のリストアップ、作物部会や青年･女性部

会での制度説明と訪問予約、シミュレーションを活用した戸別訪問、個別事情

で加入できない人は次年度対策として台帳整備などが大切と報告されました。

来賓祝辞の農業者年金基金の中園理事長は、「農業者年金制度を知らない人

をゼロに」と協力をお願いしました。

農業者年金制度の周知と加入推進

制度を知らない農業者がないように!!

農業者年金で老後の生活をサポ－ト
制度の特徴

①少子高齢化に対応した積立方式の年金
②保険料は月額2万円～6万7千円まで千円単位で選択
③認定農業者など一定の条件を満たす方は、保険料の国庫補助
(最大月額１万円)あり
④支払った保険料は全額社会保険料控除の対象
⑤終身年金
仮に８０歳前に亡くなった場合は遺族に死亡一時金を支給

農業者年金加入推進の現状（11月末現在）

○４～１１月新規加入者数 35人(達成率59％)
○目標達成には２４人の確保が必要！

○戸別訪問等による加入推進の確実な実施を！

今年度加入申込分の基金受付期限は

29年3月17日(金) です

残り３ヶ月、最後の追い込みをお願いします



3．農業施策に関する要請書を県へ提出

１１月２２日、県農業会議の

坂井会長と貝原副会長は、県下

市町で地域農業者等１，４２５

名が参加し実施された「農業者

と農業委員との意見交換」にお

いて出された意見や要望を取り

まとめた農業施策に関する事項

について、今後の農業施策に反

映させるため、改正農業委員会

法第３８条及び第５３条に基づいて、御厨県農林水産部長に要請しました。

御厨部長は「国に要請すべき事は要請し、県の施策に関してはしっかり検討

していきたい。」と回答されました。

その後、農業振興対策や担い手の確保、人と農地の課題解決に向けた集落で

の話合いの進展、遊休農地対策、用排水路の法面崩壊対策や暗渠排水の整備な

ど農地の圃場整備に対する補助金の充実や中山間地域を中心に農作物の被害が

深刻化している鳥獣害被害等への対策等について意見交換しました。

さらに、農業委員会の体制の整備や新体制となった農業委員会に交付される

農地利用最適化交付金に係る報酬条例の円滑な改正への支援等について意見交

換しました。

要請内容は以下のとおり
１．農業振興対策 ７．農地中間管理事業の推進

２．担い手対策 ８．ＴＰＰ協定への対応

３．人・農地プラン ９．消費増税・軽減税率への対応

４．農地の圃場整備 10．農業委員会の体制整備と交付金等予算の確保

５．鳥獣害対策の充実・強化 11．農業委員・農地利用最適化推進委員の確保

６．遊休農地の対応 12．農業会議の運営基盤の安定確保措置





②平成29年度農業委員会関連予算案の概要

平成28年12月22日に閣議決定された農林水産関係予算案は2兆3,071

億円で、そのうち｢農業委員会の活動による農地利用の最適化｣に関する予算

案は以下のとおりです。

今後、政府は通常国会に予算案を提出し、３月末までの成立を目指します。

【平成29年度予算概算決定額：152(95)億円】

農業委員会への支援 都道府県農業委員会ネットワ－ク

【147(89)億円の内数】 機構への支援

【35(27)億円の内数】

(1)農業委員会交付金 (1)都道府県農業委員会ネット

【47(47)億円】 ワ－ク機構負担金

【5(5)億円】

・農業委員及び農地利用最適化推 ・農地法に規定された業務に要

進委員の基礎的な手当等の経費 する経費を負担

を交付 （人件費や旅費等について

国が負担)

(2)農地利用最適化交付金 (2)機構集積支援事業

【70(20)億円】 【29(22)億円の内数】

・農業委員及び農地利用最適化

・農地利用の最適化のための農業 推進委員の資質向上に向けた

委員及び農地利用最適化推進委 研修等を支援

員の積極的な活動に要する経費

を交付

全国農業委員会ネットワ－ク機構

※改正農業委員会法に基づく新 への支援

制度に移行した農業委員会を 【29(22)億円の内数】

対象

機構集積支援事業

【29(22)億円の内数】

(3)機構集積支援事業 ・農地情報公開システムの維持

【29(22)億円の内数】 管理、都道府県農業委員会ネ

・遊休農地の所有者の利用意向調 ットワ－ク機構への研修等を

査、農地台帳の情報更新等を支 支援

援

農地調整費交付金 【1(1)億円】

・農地の利用関係の調整等に要

する都道府県等の経費を交付

※（ ）内は平成28年度予算額



５．平成2８年度全国農業新聞の普及・推進

全国農業新聞の普及・拡大のため、「農業委員・推進委員１人・１年・
１部純増運動」を展開いただいておりますが、本年度も残り僅か２ヶ月と
なりました。

１月の普及部数は3月対比で137部減の1,528部となり、目

標達成まで272部が必要です。

目標達成に向けた取組み
(1)｢農業委員・推進委員１人・１年・１部純増｣運動を確実に実施
(2)毎月の定例農業委員会で普及状況・目標達成状況を確認
(3)戸別訪問や畦ばた会議、日常の相談活動等で普及推進

◇ 平成2８年度普及推進目標・普及状況 ◇ （単位：部）
平成28年度

農業委 27年 28年 目標達成
市町名 員等数 度末 1月

実績 1２月 度目標 必要部数
申込 中止 部数

佐 賀 市 45 250 236 0 4 232 262 31
神 埼 市 33 93 79 2 2 79 103 24
吉野ヶ里町 19 61 57 0 0 57 67 10
鳥 栖 市 22 40 33 0 0 33 46 13
基 山 町 13 21 20 0 0 20 25 5
上 峰 町 10 19 18 0 1 17 22 5
み や き 町 24 35 31 0 0 31 42 11
多 久 市 16 67 63 0 0 63 72 9
小 城 市 27 103 98 0 0 98 111 13
唐 津 市 37 201 194 0 1 193 211 19
玄 海 町 13 51 43 0 0 43 55 12
伊 万 里 市 23 88 81 0 0 81 95 14
有 田 町 14 29 30 0 0 30 33 3
武 雄 市 37 103 96 0 1 95 113 19
大 町 町 10 26 24 0 0 24 29 5
江 北 町 13 74 68 0 1 67 78 11
白 石 町 37 77 71 0 0 71 88 17
鹿 島 市 31 73 55 1 0 56 82 26
嬉 野 市 25 84 77 0 0 77 92 15
太 良 町 14 36 38 0 0 38 40 2
農 業 会 議 － 134 129 0 6 123 134 -
合 計 463 1,665 1541 3 16 1528 1,800 272

農業者への情報提供は農業委員・推進委員の役割
農業委員会法第６条第３項第２号



６．常設審議委員会結果（Ｈ28年11月・12月）

農地法第４条及び第５条の規定により県農業委員会ネットワーク機構に意見を求め

られた案件について、常設審議委員会において審議しました。第８回及び第９回の件

数及び面積、４月からの累計件数については以下のとおりです。

<農地法関係処理状況>

○許可権者別件数及び農地区分別件数

件数
回数 開催日 区分 権限移譲

(30a超) 知事許可
佐賀市 みやき町

第４条 3(3) 0 0 3(3)
第８回 11月15日

第５条 12(7) 1(1) 0 11(6)

第４条 2(2) 1(1) 0 1(1)
第９回 12月15日

第５条 6(3) 4(2) 0 2(1)

第４条 13(12) 1(1) 0 12(11)
４月からの累計

第５条 78(55) 21(14) 6(5) 106(36)

○田畑別件数及び面積

田 畑 計
回数 開催日 区分

件数 面積 件数 面積 件数 面積

第４条 1 2,891 3 10,058 4 12,949
第８回 11月15日

第５条 9 30,453 5 12,757 14 43,210

第４条 1 6,451 1 3,033 2 9,484
第９回 12月15日

第５条 6 15,692 1 1,262 7 16,954

７．今後の行事予定

月 日 時間 場 所 内 容

10 16:00 オ－タニ 佐賀県農業法人協会２０周年記念式典

１ 16 13:30 ｸﾞﾗﾝﾃﾞはがくれ 第10回常設審議委員会

26 13:30 ドゥイング三日月 第２回農業委員・農地利用最適化推進委員研修会

9 13:30 ｸﾞﾗﾝﾃﾞはがくれ 一般企業の農業参入セミナ－
２

15 13:30 ｸﾞﾗﾝﾃﾞはがくれ 第11回常設審議委員会

３ 15 13:30 ｸﾞﾗﾝﾃﾞはがくれ 第12回常設審議委員会


